
【Ⅱ．航空従事者の技能証明の種類・限定について】

航空機に乗り組んで運航を行おうとする場合や、整備した航空機が国の定めた安全基

準に適合しているかについての確認を行う場合、国土交通大臣による技能証明（ライセ

ンス）を受けなければなりません。この技能証明を受けた者を「航空従事者」と呼びま

す。（航空法第２２条）

（主な技能証明の種類） この技能証明の資格には、主に左図の種

・定期運送用操縦士 類があります。（航空法第２４条）

・事業用操縦士 定期運送用操縦士、事業用操縦士、自家

・自家用操縦士 用操縦士、准定期運送用操縦士、一等・二

・准定期運送用操縦士 等航空整備士、一等・二等航空運航整備士

・一等及び二等航空整備士 の資格に係る技能証明については、航空機

・一等及び二等航空運航整備士 の種類（飛行機、回転翼航空機、滑空機、

飛行船）について限定され、更に、等級又

は型式について限定されます。（航空法第

（航空機の種類） ２５条）

・飛行機 例えば、航空機の種類が飛行機である自

・回転翼航空機 家用操縦士において、エンジンが１つの飛

・滑空機 行機（「単発機」といいます。）として限

・飛行船 定されている場合、エンジンが２つ以上

（「多発機」といいます。）の飛行機は運

航できません。（「等級限定」といいます。）

また、航空機の種類が飛行機である定期運送用操縦士において、構造上その操縦のた

めに二人を要する航空機（多発機）である「Ｂ７７７」として限定されている場合、同

じ二人を要する航空機（多発機）でも、「Ａ３２０型機」は運航できません。（「型式限

定」といいます。）



次の表は、「資格」、「航空機の種類」、「航空機の等級」、「航空機の型式」について

一覧にしたものです。

資格
航空機
の種類

航空機の等級 航空機の型式

定期運送用操縦士
事業用操縦士
自家用操縦士
准定期運送用操縦士

飛行機 陸上単発ピストン機
陸上単発タービン機
陸上多発ピストン機
陸上多発タービン機
水上単発ピストン機
水上単発タービン機
水上多発ピストン機
水上多発タービン機

構造上、その操縦のために二人を要する航空機又は国土交通大臣が指定
する型式の航空機については当該航空機の型式ごとの限定
（例）
・ボーイング式７７７型
・エアバス式Ａ－３２０型
・ボンバルディア式ＤＨＣ－８型
・セスナ式３３７型（国土交通大臣指定）

定期運送用操縦士
事業用操縦士
自家用操縦士

飛行船 ※飛行機の項の等級に同じ 構造上、その操縦のために二人を要する航空機又は国土交通大臣が指定
する型式の航空機については当該航空機の型式ごとの限定
（例）
・ツェッペリン式ＬＺ Ｎ０７型

定期運送用操縦士
事業用操縦士
自家用操縦士

回転翼
航空機

※飛行機の項の等級に同じ 構造上、その操縦のために二人を要する航空機又は国土交通大臣が指定
する型式の航空機については当該航空機の型式ごとの限定
（例）
・ＥＨＩ式ＥＨ１０１型
・ベル式２１２型（国土交通大臣指定）
・シコルスキー式Ｓ－７６型（国土交通大臣指定）

事業用操縦士
自家用操縦士

滑空機 曳航装置なし動力滑空機
曳航装置付き動力滑空機
上級滑空機

※型式の限定はない
※初級滑空機及び中級滑空機については、技能証明を必要としない

操縦士資格関連 ※同一の資格であっても、等級や型式ごとに技能証明試験に合格する必要があります。

資格
航空機
の種類

航空機の等級 航空機の型式

一等航空整備士
二等航空整備士
一等航空運航整備士
二等航空運航整備士

飛行機 陸上単発ピストン機
陸上単発タービン機
陸上多発ピストン機
陸上多発タービン機
水上単発ピストン機
水上単発タービン機
水上多発ピストン機
水上多発タービン機

航空機の耐空類別が飛行機輸送Ｃ、飛行機輸送Ｔである航空機又は国
土交通大臣が指定する型式の航空機については、当該航空機の型式ごと
の限定
※下線部は「一等航空整備士」及び「一等航空運航整備士」に限る
（例）
・ボーイング式７７７型
・エアバス式Ａ－３２０型
・ボンバルディア式ＤＨＣ－８型

二等航空整備士
二等航空運航整備士

飛行船 ※飛行機の項の等級に同じ 国土交通大臣が指定する型式の航空機については、当該航空機の型式ご
との限定
（例）
・ツェッペリン式ＬＺ Ｎ０７型

一等航空整備士
二等航空整備士
一等航空運航整備士
二等航空運航整備士

回転翼
航空機

※飛行機の項の等級に同じ 航空機の耐空類別が回転翼航空機輸送ＴＡ級、回転翼航空機輸送ＴＢ
級である航空機又は国土交通大臣が指定する型式の航空機については、
当該航空機の型式ごとの限定
※下線部は「一等航空整備士」及び「一等航空運航整備士」に限る
（例）
・ベル式２１２型
・川崎式ＢＫ１１７型
・アエロスパシアル式ＳＡ３３０型
・カマン式Ｋ－１２００型（国土交通大臣指定）

二等航空整備士
二等航空運航整備士

滑空機 曳航装置なし動力滑空機
曳航装置付き動力滑空機
上級滑空機
中級滑空機

※型式の限定はない
※初級滑空機については、技能証明を必要としない

整備士資格関連 ※同一の資格であっても、等級や型式ごとに技能証明試験に合格する必要があります。


